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退勤時刻で帰ることができる職場を、みんなでつくっていきましょう！

ろうきんのキャッシュカードなら
ATMお引き出し手数料が

東北労働金庫

ご利用手数料はいったんご負担いただ
く場合がありますが、即時キャッシュ
バックいたします。

実質０円

委員長　國分俊樹

特集☆2021年度への県教組委員長からの提言③

「統一確認書」をもとに、校長と話し合いましょう！

学校の業務削減は校長と教育委員会の責務です

　学校の働き方改革を進めるための改正給特法第７条（業務量の適正な管理）がようやく福島
県の教育委員会規則に反映されました。１年遅れではありますが、2021年４月の新年度から県
内にも根拠をもって適用されます。
　校長や教育委員会は、教職員が勤務時間内に業務が終了できるように、適正な業務量にしな
ければなりません。組合員の皆さん、年度初めの忙しい時期とは思いますが、分会に届いた「統
一確認書」をもとにして、校長が適正な業務量にすることを確認しましょう。

◆学校の業務削減も教職員の勤務時間の厳守も校長の責任
　2020年１月17日の文科省通知には以下が明記されています。

　校長及び教育委員会は、教師等の在校等時間の管理をはじめ、業務の役割分担・適正化、必要な執務
環境の整備や健康管理など、学校の管理運営における責任を有するものであることから、上限時間を超
える実態がある場合には、例えば、校務分掌の適正化や業務削減等の改善のための措置を取るなど、学
校の管理運営上の責任を適切に果たすことが求められること。
　なお、在校等時間の上限は、教育職員がその上限まで勤務することを推奨するものではないこと。
　（文部科学省初等中等局長通知：元文科初第1335号：令和２年１月17日）

　学校での勤務時間内の業務終了は、校長の責任であることが明確です。

◆法令により学校での働き方のルールが変わりました！　法令遵守！
　今回の法改正の背景には、組合の不断の努力による労働基準法の厳格化があ
ります。超過勤務手当が支給される職業の場合でも、その上限が月45時間・年
360時間以内として罰則付きで定められた勤務の原則が、学校にも適用された
のです。
　公務員は法令に基づいて業務を行うことが大原則です。勤務時間が、一層厳
格化された現在、学校の業務は勤務時間内に実施できる範囲に絞らなければな
りません。まずは、退勤時刻に帰れるようにするために校長と話し合ってみま
しょう。
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大変な時こそ「助け合える仲間づくり」の一歩を踏み出してみませんか？
　年度末から年度始めにかけて要録の記入や新学期準備で忙しく、時間が限ら
れている中で心に余裕がもてないところかもしれません…そんな大変な時こそ
心と心を通わせて話ができ、助け合える仲間づくりのきっかけとなる「職場会」
を開いてみませんか？詳細は「指示11号」にて各分会長あてに郵送しておりま
すので、そちらをご確認ください。
　今回は「一歩踏み出して職場会を開いてみよう！」と思っていただけるポイ
ントをお伝えします！

1 ４月から時間外勤務時間（残業）の上限が!?

　改正給特法第７条が県教育委員会規則に反映され、教職員の時間外勤務時間
（残業）の上限が設けられました。文科省の指針にも「上限時間を踏まえた教
師等の適切な働き方についての校長の責任」がはっきりと書かれています。ぜ
ひ「全県統一確認書」※の確認行動を通して、校長に責任があることをしっかり伝え、働き方を少しずつ変えてい
きましょう。目の前の子どもたちは、私たち教職員の働いている姿を見ています。子どもたちに私たちが素敵に
働いている姿を見せ、将来の教職員の卵を育てていきましょう。

2 新採用者の方にプレゼントがあるの!?

　「歓迎ダイレクトメール」が４月初旬に分会へ郵送されます。
　右図のようなマグネットとクリアケースが届きます。ぜひ新採用の方にお渡
しいただくとともに、声をかけてください！声のかけ方のポイントは「指示11
号」内に入っている【新採の心をゲットするサポートの60日間】という資料を参考にしていただけると嬉しいで
す。新採用の先生は皆さんの一言できっと笑顔になれると思います！

3 新採用者の歓迎会に補助がでるの!?

　新採用者分会歓迎会をぜひ開催してください。おいしいお菓子をかこんで茶話会をしてもいいですし、お弁当
を準備して昼食を食べながらでも構いません。実施報告があった分会には、後日一人1,000円の補助が出ます！
補助の対象は「新採用者＋組合員」の出席者数分になります。報告用紙は「指示11号」の中にあります。歓迎会
を実施していただき、助け合える仲間づくりのきっかけを作ってみてください。

4 プロの講師による採用試験対策学習会があるの!?

　初の試みになります。臨時採用教職員の方向けに「プロの講師
による対策講座」“TOPPA塾”を開催いたします！開催日時等
については新年度に入りましたらチラシを各分会に郵送しますの
で、分会の臨採者にぜひお知らせください！

※
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　東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故か
ら10年となりました。教育新聞では、10月号から、6回に
渡って、双葉地区の学校の様子や東日本大震災・原子力災
害伝承館の現地調査報告、震災・津波・原発災害を写真で
ふり返る特集を組んでお伝えしてきました。２月号の「写
真でふり返る10年」に掲載した写真は、福島県教組のホー
ムページからダウンロードして使えます。東日本大震災と原発事故の出来事を伝える写
真資料として、社会科や放射線教育、道徳等で活用してください。
　また、双葉郡の様子をもっと詳しく知りたいという方は、県教組本部までお問い合わ
せください。なみえ創成中学校の柴口正武さんが、総合的な学習の時間で作成した「わ
が町なみえ」という紹介カード等の教材資料を提供できます。

　３月21日（日）、「2021原発のない福島を！県民大集会」は、今年はオンライン開催となり
ました。県民からの訴えで、県教組放射線教育対策委員会から、人権教育や防災教育の観点
を大切にした放射線教育の重要性について発言しました。その他、東電裁判にかかわる方、
酪農家、高校生平和大使の発言がありました。
　また、元原発設計技術者の後藤政志さんの記念講演も視聴できます。福島
第一原発の現在の状況についても学ぶことができます。
　当日の集会の様子は、YouTubeにて視聴できます。右のQRコードから、
または「原発のない福島を！県民大集会公式ホームページ」で検索してみて
ください。

東日本大震災　10年目の今

福島県教組258回中央委員会報告
　県教組は、２月13日、福島県教組第258回中央委員会をオンライン開催し、今年度の12月から３月の
期間の運動の総括と、20秋闘から21春闘期における当面の運動・取り組みについての方針を確立しまし
た。（修正案　２本　１本：否決　１本：取り下げ）
　冒頭、委員長が、挨拶で県教組の課題について述べました。県教委から発出された「多忙化解消アク
ションプランⅡ」に対する県教組見解を基に、職場において時間外勤務時間の絶無に向け、組合員が一
体となって運動を進めていこうという内容でした。
　その後、質疑討論が行われ、13本の討論がありました。主な内容は下記の通りです。

・悉皆研修（不祥事防止）がコロナ禍のためビデオ視聴に変更→組合で申し入れの成果
・少人数学級の実現のため、県議会や市町村議会への請願を
・校務支援システム導入の弊害や課題
・部活動手当の実績にあった改善を！
・郡山の私立高校のWeb出願で進路指導業務が軽減
・新型コロナウイルス対応　PCR検査を学校で行う場合、ほとんど丸投げ状態だった。
・GIGAスクール構想に伴い学校が多忙に→ICT専門員の配置を求めるなど
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〒960-8534福島市上浜町１０－３８

TEL：(024)523-3011  平日9:00～17:30 

厚生労働省認可 

教職員共済生活協同組合 福島県事業所

※間違いは10個あります。

＊ ＊ ＊ ほっと一息　～まちがいさがし～ ＊ ＊ ＊

第71次教育研究集会（１次研）のお知らせ

日時：2021年４月17日（土）　13：00～16：30
場所：福島県青少年会館

内容：①　パネルディスカッション
　　　　　「楽しく働ける学校にするために」（仮）
　　　　　コメンテーター　妹尾　昌俊 さん（教育評論家）
　　　②　分科会推進委員会

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、Web開催になります。


